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佐賀大学と佐賀市は連携して、学生、市民や企業も参加する「佐賀環境フォーラム」を開催しています。 

「佐賀環境フォーラム」は、『講義』、『体験講座』、『現地見学会』、『ワークショップ』で構成され、環境問題に関 

する正しい知識を培うことで、環境に関する理解を深め、環境に対する意識の向上と参加機運の向上を図り、学 

生や市民らの提言を大学の研究や行政施策に反映させるということを目的にしています。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

                             

  佐賀環境フォーラム 環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

佐賀市と佐賀大学が連携した環境教育 

◆ 講義  ―産学官各分野から人材を迎えた講義― 

環境についてさまざまな視点から学習できるよう、佐賀大学の教授陣に加えて、NPO 法人の代表、行政担当者 

など、全国各地からさまざまな分野の人材を迎えて開講しました。 

 

◆  現地見学会  

―環境問題を現場で学ぶ― 

 

・佐賀市清掃工場（佐賀市高木瀬町） 

・吉野ヶ里メガソーラー （佐賀県神埼市） 

        

 

◆ ワークショップ 

―自ら調べることで問題の本質を把握― 

参加者がグループに分かれ、それぞれに研究テー

マを決めて研究活動をしました。 

【研究テーマ】「環境教育」・「水環境」・ 

「チャリツーリズム」                

 

◆ 体験講座 ―現場で体験しながら学ぶ― 

①環境学習会 

・佐賀県有明水産振興センター 

・東よか干潟での体験学習 
 
②ごみ探検隊 

1 5月 13日 (火) 環境問題総論・佐賀環境フォーラムについて
佐賀大学　総合分析実験センター准教授
佐賀環境フォーラム実行委員会 事業部長

兒玉 宏樹 氏

2 5月 15日 (木)
「青き清浄の地」としての里山
 － 生物多様性からナウシカへの思索 －

佐賀大学　文化教育学部　環境基礎講座
准教授

中村　聡　氏

3 5月 20日 (火) 「近代社会を超えて環境の世紀へ」 佐賀大学　経済学部　法政策講座　教授 畑山　敏夫　氏

4 5月 22日 (木)
気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
第５次評価報告書について

佐賀大学　総合分析実験センター准教授
佐賀環境フォーラム実行委員会 事業部長

兒玉　宏樹　氏

5 5月 27日 (火)
５アンペアで豊かに暮らす
新聞記者の挑戦

朝日新聞 名古屋報道センター記者 斎藤　健一郎　氏

6 5月 29日 (木)
佐賀で育まれた海洋温度差発電の現状と展望
 ー海洋温度差発電に学ぶ環境問題ー

佐賀大学　海洋エネルギー研究センター
副センター長

池上　康之　氏

7 6 月 5 日 (木) コンピュータシミュレーションと環境問題 岡山大学大学院　環境生命科学研究科 教授 水藤　寛　氏

8 6月 12日 (木) 海の貧酸素化とは？　
－有明海を中心に－ 佐賀大学　低平地沿岸海域研究センター
准教授 速水　祐一　氏

9 6月 19日 (木) 身近なのに嫌われものですか「産廃」は・・・ ゼロ・ジャパン株式会社　代表取締役社長 乙顔　均　氏

10 6月 26日 (木)
持続可能な社会とエネルギー
　－技術と経済の視点から考える－

東京大学大学院　新領域創成科学研究科　客員教授 浅野　浩志　氏

11 7 月 3 日 (木)
中米・エルサルバドル共和国での
青年海外協力隊活動を通して

日本水工設計株式会社　九州支社 木﨑　稔　氏

12 7月 10日 (木) 地域のまちづくりと環境 ＮＰＯ法人　地域環境計画研究所ネットワーク　代表 佐藤　伸道　氏

講　　義　　内　　容 所　　属　　等 講 師 名回 日　程


